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助成対象となった活動 

 

テーマ 活動名 活動内容 
団体名
（順不同） 

代表者 
役職名 

代表
者名 

助成 
金額 

1. 共

に生き

る未来 

子ども

認知症

介護教

室 

内容： 

○「認知症って何だろう？」をテーマにパワーポイン

トを使っての説明。 

○徘徊と記憶障害をテーマに作成した「おばあちゃん、

どこいくの？」「おじいちゃん、同じこと聞かないで！」

の紙芝居。 

○「シナプソロジー」の実演。 

（認知機能の活性化を目的とした脳の体操） 

○「認知症って何だろう？」のパンフレットを配布 

いつ：要望のあった小学校と打ち合わせの上、決定す

る。 

どこで：地域の小学校 

NPO 法人 

認知症介護

家族の会う

さぎ 

理事長 
諸岡 

明美 
20万円 

子ども

食堂 

第１・第３土曜日 11:30～１３：００ 

 ＊夏休み・冬休み・春休みは上記開催以外に特別企

画行う 

茨城保健生協 組合員ホール 

にこにこ食堂ボランティア 大学生も登録あり 現在

２９名 

 毎回 12～１３名が担当 

昼食を提供する（主菜・副菜（2 品以上）汁物・その

他） 

  料金 こども（中学生まで）１００円 同伴親 １

００円 その他 ３００円 

 

メニューは、毎月のミーティングで決める。 

  にこにこ食堂開催日の前日に、ＪＡ水戸などから

の寄付食材を取りに行く。メニューのチェックを行い

不足品の買い物。 

  当日は、９：３０～調理開始。約３０人分作る。 

 

ボランティアミーテーング 

 毎月 1 回開催。毎月の振り返りやメニューまたは特

別企画内容の相談 

 地域向け宣伝 

茨城保健生

協 にこに

こ食堂 

店長 
大内 

孝夫 
20万円 

2. 未

来世代

と持続

可能性 

都市と

里を農

でつな

げるプ

ロジェ

クト～

竹の再

利活用

で人も

自然も

つなが

る～ 

いつ：2017 年 4月 1 日―2018 年 3 月 18 日 

どこで：茨城県東茨城郡茨城町小幡、周辺地域、都市

部 

誰が：NPO 環～WA、都市部住民(首都圏及び茨城都

民)、地域住民 

何を：竹林整備、駆除した竹をパウダー化し堆肥とし

て農園に利用 

なぜ：竹林の利活用による里山の魅力再発見と自然と

のふれあい体験 

方法：①都市部住民への PR(地域情報誌や新聞等への

広報、イベント参加) 

   ②地域住民への PR(地域情報誌や新聞等への広

報、イベント参加) 

   ③竹林整備や農園体験(竹パウダーの利活用) 

   ④都市部住民と地域住民との交流 

NPO 環～

WA 

代表理

事 

平澤 

文子 
15万円 

未来を

ひらく

１ 無償学習塾の開催 

（１） 目的 将来の地域を担う人材育成 授業の予

若草ふるさ

とアカデミ
会長 

川又 

有紀
10万円 
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テーマ 活動名 活動内容 
団体名
（順不同） 

代表者 
役職名 

代表
者名 

助成 
金額 

ふるさ

と塾 

習・復習を中心にする. 

（２） 日時 毎週月曜日 16：00～19：00 

（３） 会場 江戸住宅コミュニテイセンター 

（４） 対象 区内の小中学生（近隣区からの参加も可）. 

 

２ 野外活動 

（１） 目的 自然観察や探検、自然に親しみ感性、協

調性、理解力を養う 

（２） 日時 毎月第 3 日曜日、夏休み期間中に 2 回 

（３） 場所 近隣の小川や里山、霞ヶ浦等 

（４） 対象 区内の小中学生を中心に、一般 

ー 子 

3. 地

域資源

の再活

用 

市民ま

ちづく

りトレ

ーニン

グ＠水

戸 

【いつ】６月～11 月（３回のトレーニングと月１回程

度のミーティング） 

12 月～３月（各プロジェクトの事後フォローの実施。

フューチャーセンターセッションの開催に向けた取組

み） 

【どこで】水戸市内の公共施設及び参加者それぞれの

現場 

【どのように】ワークショップやまち歩きなどを通し

て，参加者各人が自分の「やりたいこと」と「地域の

課題」をつないだ活動プランを策定し，それぞれの地

域において市民プロジェクトを実践する。 

みと市民プ

ロジェクト 
代表 

萩谷 

慎一 
15万円 

     
総額 80万円 
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いばらき未来基金第２回テーマ助成事業 活動報告書 
 

活動名  こども認知症介護教室 

テーマ 

1. 共に生きる未来    ～誰もが安心して暮らせる地域づくり～  

2. 未来世代と持続可能性 ～未来の担い手やライフスタイルづくり～ 

3. 地域資源の再活用   ～知恵と交流で未来をつくる～    

団体名 特定非営利活動法人認知症介護家族の会うさぎ 

この活動で取り組ん

だ地域の課題 

稲敷市は現在、高齢化率３０％を超えています。地域柄、三世代・四世代同

居も未だに多いという特徴がありますが、一方で高齢者の単独世帯が年々増加

している現状に伴って、認知症で独居の方も増えています。超高齢社会におけ

る認知症対策は厚労省も「国の最重要課題」だとしていますが、まず取り組む

べき課題は認知症予防も含めた「認知症啓発事業」と思われます。   

認知症とその介護を正しく理解することは、地域の課題に取り組む一歩とな

ります。認知症の症状である徘徊などの例を挙げるまでもなく、認知症はもは

や家族だけの問題ではなく地域社会の問題となっています。徘徊による行方不

明や死亡事故などが起こる事のないように一人でも多くの地域住民の見守り

や支援が必要です。 

その為「子ども認知症介護教室」は、地域の次世代を担う小学生を対象に認

知症とその介護の理解を広めることを目的とし実施してきました。さらに子ど

も達を通して、忙しい子育て世代へも働きかけをし、認知症とその介護 

の理解について世代を広めることも課題の一つとしています。 

この活動の目的 

認知症介護普及啓発事業の一環として「子ども認知症介護教室」は、地域の次

世代を担う小学生及び子育て世代の人々を対象に認知症とその介護の理解を

広め、地域の支援者が増えることを目的としている。 

実施内容 

活動：「子ども認知症介護教室」＆認知症サポーター養成講座 

①平成 29 年 11 月 28日（火） ２・３時間目 

あずま西小学校 ４年生 ２３名 

②平成 29 年 12 月 5日（火）  

 新利根小学校  合計 １３２名 

２時間目 ２年生 ５９名  ３時間目 ５年生 ６３名  

内容：○低学年には「忘れる」ということについてお話しする。 

高学年には「認知症って何だろう？」をテーマにパワーポイントを使

って説明する。 

   ○ＤＶＤ視聴 「小学生の認知症の方への対応の一場面」 

   ○徘徊と記憶障害をテーマに作成した紙芝居。 

   ○「シナプソロジー」の実演。（認知機能活性化を目的とした脳の体操） 

   ○「認知症って何だろう？」のパンフレットを配布 

その他：「認知症って何だろう？」のパンフレット販売 

    今年度より、希望者に１部 100 円で提供することにした。 



いばらき未来基金 第２回テーマ助成事業 報告書 
 
 

 

 

8 

   ○公益社団法人「家族の会」東京支部通信“ぽーれぽーれ” 

2018 年 2月 25 日発行に掲載    ○茨城新聞に掲載 

結果：４件の希望あり。（東京３件、稲敷市１件） 

申請書に記載した 

「評価指標」に対す

る、実施「結果」 

「子ども認知症介護教室」の最後に「認知症って何だろう？」のパンフレット

を配布し、家の人と一緒に読み感想文を書くという課題を出しています。後日、

あずま西小、新利根小より子ども達とご父兄の感想文が届きました。    

その感想文からは、「認知症の人は怖い思いをしていると感じた」「可哀想だ

と思った」など感じたこと、「認知症が分かった」など小学生なりに理解した

ことが綴られていた。また、「認知症の人に優しくしようと思った」など、自

分がこれからどうしたいかという意見も多く見られました。 

父兄の感想文では、「親子で認知症のことを話し合える良い機会となった」

「子どものうちから知ることは大事」などの感想が寄せられ、この取り組みに

より子育て世代にも認知症に対する関心をもってもらうという結果が得られ

たのではと評価しています。 

申請書に記載した 

「目的」に対して、生

まれた「中長期成果」 

 中長期的な成果は現時点では明らかになっていませんが、稲敷市の江戸崎中

学校でも毎年「認知症サポーター養成講座」を行っておりますので、中学生に

なった子どもたちに復習を兼ねた確認が出来るのではと考えています。 

又、江戸崎総合高校の福祉学科の高校生を対象とした「認知症サポーター養成

講座」も行っていますので、少人数ではありますが確認できるのではと思いま

す。この活動を始めて４年目になりますが、子どもたちの成長とともに中長期

成果が何らかの形で表れることを期待しています。また、ご父兄の方たちにも、

認知症は自分たちの親や祖父母にも起こり得ること、さらに若いうちから生活

習慣病や認知症にならないように予防することが大切であることを理解して

もらいたいと思います。その成果の確認も必要と考えています。 

申請書に記載した 

ように、市民の新たな

「居場所」や「出番」

をつくることにつな

がりましたか？ 

「子ども認知症介護教室」は小学校に出向いて行っていますので、新たに「居

場所」「出番」をつくることにつながったかは分かりません。ただ、子どもた

ちの地域や学校生活の中で、お年寄りと接する時に「子ども認知症介護教室」 

で学んだことを少しでも思い出し、優しい適切な接し方をし見守る目になって

もらいたいと思います。また、中学校や高校で行う「認知症サポーター養成講

座」が成長過程に沿ったフォローアップ研修につながっているので今後も継続

していく考えです。 

活動実施後の展望や 

新たに見えてきた地

域課題 

 少子化に伴い、稲敷市でも小学校の統廃合が進んでいます。それに対応した

各地区毎の将来像に合った計画を立てていく必要性を感じています。 

市民や団体からのご

寄付を原資として助

成しました。寄付者へ

一言お書きください 

 ご寄付を無駄にしないよう、今後も継続的に実施していきたいと思います。

有難うございました。 

自己評価 

A. 目標を超える成果を得ることができた 

B. ほぼ目標どおりの結果となった 

C. 残念ながら目標を達成できなかった 
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公益社団法人 認知症の人と家

族の会（2018年 2月）「ぽ～れ 

ぽ～れ」通巻 451号付録 
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いばらき未来基金第２回テーマ助成事業 活動報告書 
 

活動名 子ども食堂 

テーマ 

（いずれかを選択） 

1. ○ 共に生きる未来    ～誰もが安心して暮らせる地域づくり～  

2.   未来世代と持続可能性 ～未来の担い手やライフスタイルづくり～ 

3.   地域資源の再活用   ～知恵と交流で未来をつくる～    

団体名 にこにこ食堂 

この活動で取り組ん

だ地域の課題 

① 子どもの居場所つくり 

② 子育て支援と生活困難者への援助 

③ 多世代交流 

この活動の目的 

①日本の子どもの６人に 1 人が貧困であると言われ、成長期に必要な栄養をと

れるように援助する 

②この取り組みを通して「貧困問題」を地域に見えるようにする 

③情報発信（マス・メディア ホームページ など）を行い、ボランティア 

 や寄付など支援者を増やす。 

実施内容 

① 子ども食堂（クリスマス会含む）３６回実施 

   7 月・8 月の期間は遊び企画など取り入れ、13 回開催。 

② 地域の交流と宣伝の目的のため、子どもまつりを開催 

③ 広報活動 

   ①ニュース作成し支援者や学校に届けた 

   ②ホームページにＵＰ 

   ③茨城放送に出演し宣伝活動 

申請書に記載した 

「評価指標」に対す

る、実施「結果」 

① 中学生以下の子ども料金の無料化 5 月から実施。 

② 子どもの利用者は申請時比微増。地域の高齢者や病院利用者など大人の 

利用者が増加傾向。 

③ ボランティアの増加 3 月末登録者 ４８名（1 年間で約２0名増加） 

（うち近隣町内地域在住者 4名➡11名） 

④ 「子どもの貧困」を知らせる情報発信活動を行った 

    新聞（毎日新聞・読売新聞）や医療福祉生協連の月刊誌に掲載    

    中央労福協 演題報告 

④ 支援者の広がり 

   新たに、常陸太田市在住者（野菜）・那珂湊女性部（魚）・スーパータイ

ヨーなど食材料支援者が増えた 

   定期的な資金援助者が増えた 

申請書に記載した 

「目的」に対して、生

まれた「中長期成果」 

①「子どもの貧困」に対する関心が高まり、ボランティアや支援者が増えた 

申請書に記載した ①マスコミで取り上げられていることもあり、市民の関心は以前より高まって
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ように、市民の新たな

「居場所」や「出番」

をつくることにつな

がりましたか？ 

いると感じます。核家族で育った子供たちが地域の高齢者やボランティアと

一緒に話をしながら食事をする経験そのものがとても大事なこと。 

また幼児と一緒に参加する若い母親たちにとっても（家事・子育てに忙しい）

「ほっとする・息抜き」の場所になっているようです。 

②居場所や出番つくりは、子ども食堂の利用者だけでなく、ボランティア登録

数の増加傾向から、ボランティア自身の「居場所」になっていると言えます。 

活動実施後の展望や 

新たに見えてきた 

地域課題 

①「にこにこ食堂」が「子どもの貧困対策」にはなっていません。 

 今年 7 月で「にこにこ食堂」は 3 年目になります。まだまだ、本当に必要

な家庭にこの情報が届いていない？と悩む日々です。 

 子どもの移動範囲は、歩いて行ける距離であることを考えると「子ども食堂」

が地域にもっと存在すると利用しやすくなるのではないかと考えます。 

  また、「子ども貧困」は「食べる」ことだけが貧困ではなく、生活全般で

あることから「遊びや学習」などのかかわりも大事です。 

   

 課題 あそびや学習支援ができる場所とそのボランティアの確保 

    行政の支援援助（広報・資金援助・・・）と協議 

市民や団体からのご

寄付を原資として助

成しました。寄付者へ

一言お書きください 

ご支援ありがとうございました。 

にこにこ食堂が安定した運営ができるために多くの支援者が必要なことか

ら広報活動に力を入れてきました。 

そのため助成金でパソコンとプリンターを購入しました。 

ニュース「にこにこだより」を作成しにこにこ食堂の取り組みを知らせ支援者

を増やすことができたと思っています。 

ありがとうございました 

自己評価 

A.   目標を超える成果を得ることができた 

B. ○ ほぼ目標どおりの結果となった 

C.   残念ながら目標を達成できなかった 

D.   その他（                    ） 

 

 おひな様メニュー（3 月）    
 アンパンマンメニュー（11 月） 
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いばらき未来基金第２回テーマ助成事業 活動報告書 
 

活動名 都市と里を農でつなげるプロジェクト～竹の再利活用で人も自然もつながる～ 

テーマ 

1. 共に生きる未来    ～誰もが安心して暮らせる地域づくり～  

2. 未来世代と持続可能性 ～未来の担い手やライフスタイルづくり～ 

3. 地域資源の再活用   ～知恵と交流で未来をつくる～    

団体名 ＮＰＯ環～ＷＡ 

この活動で取り組

んだ地域の課題 

里山整備がなされていない為、里山に竹が侵食されている。かつて、竹は食用や建材、農業資

材等で利用されていたが、現在は代用品があり、竹林を放置してしまった。地域住民は、里山

に放置されたものの可能性や魅力に気が付いていない。また、都市部住民の茨城都民は自然に

触れ合う機会が少なく、里山の現状や有用性を知らない。 

この活動の目的 

・竹の再利活用構築及び普及啓発。具体的には、竹をパウダー状にし、肥料分析の実施、竹パ

ウダーを施肥した農作物を作り、食味を参加者と一緒に味わう等、竹パウダーの価値アップに

役立つ可能性を探る。 

・都市部住民に、非日常体験である里山整備に参加して貰い、里山の魅力や竹パウダーの存在

を知ってもらう。また NPO 環～WA を知ってもらうため、県南や首都圏で開催される、自然・

環境イベントなどにも出展し、認知ＰＲを積極的に行う。 

・地域住民にも竹パウダーの有効性を知ってもらい、各自の田畑にて利用してもらうよう PR

する。結果として地域住民が里山の魅力・誇りを取り戻す。 

・都市部住民と地域住民の交流。 

実施内容 

・竹林整備および竹破砕 

・竹バウダー成分分析および放射性物質含有検査 

・竹バウダーの効果検証実証実験栽培 

・竹チップによる散策道整備 

・竹チップによるカブトムシ床づくり 

・収穫体験及び食味アンケート（都市住民×地域住民交流） 

・東京都内保育園での木育ワークショップ開催。竹パウダーや落ち葉堆肥、もみ殻燻炭といっ

た里山肥料の学習会とミニ寄せ植え。 

・明治神宮で開催されたアースデー会場での里山肥料展示と活動紹介 

申請書に記載した 

「評価指標」に対

する、実施「結果」 

①竹林を 0.1ha 駆除。竹ﾊﾟｳﾀﾞｰを 3 ㎥作る→間引き駆除：０．１ｈa、竹ﾊﾟｳﾀﾞｰ３㎥、竹チップ

１０㎥ 

②新規参加者を 10 人増加(うち、若手スタッフ 2 名)→新規参加者５０人、若手スタッフ 3 人

増 

③野菜栽培では、竹パウダーを使用/不使用の物を作り、収量と味覚を 3 種類の野菜で比較。 

→９種の野菜で比較。 

・果菜類（トマト・ピーマン、ナス）：完熟牛糞と比較。収穫量は牛糞施肥が優位だったが、味

覚は竹パウダー施肥の方がエグミなく良味。 

・根菜（生姜、里芋）：落葉堆肥と比較。発酵中のパウダーを施肥したことによる障害が発生。 

・根菜（人参）：翌年 4 月まで長期収穫ができた。良味。 
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・葉菜類（ほうれん草、小松菜）：害虫が少なく、生育安定、エグミのない良味。 

申請書に記載した 

「目的」に対して、

生まれた「中長期

成果」 

■竹パウダーの有効性 

①成分分析結果 

・乳酸菌の量：7０日前＞2年前＞つくりたて 

・肥料分含有量：窒素、リン酸、カリ、いずれもほとんど含有せず 

・放射性物質：含有なし 

②収量： 動物性肥料＞落ち葉堆肥＞竹パウダー＝無施肥 

③食味（個人比）： 竹パウダー＝落ち葉堆肥＞無施肥＞動物性堆肥 

→竹パウダーの効果的利用には施肥のタイミングに工夫が必要なこと、作物との相性があるこ

と、生育促進として効果はなく、土壌バランス（微生物や菌類）を整える作用があることが分

かった。 

■普及啓発 

①関東以南の全国各地で深刻化している放置竹林の問題。本取組を講演会や SNS で発信した

ことから、竹パウダーや竹チップ利用に関する問い合わせが入るようになってきた。竹は伐り

やすいことから、竹林は親子での里山整備体験の場として有効であり、都市住民など未経験者

にも本格的な保全をしつつ、恵みをいただく自然共生を体験していただいた。 

■副産物 

 周辺の竹林と比較すると竹の子の収穫時期が遅かったフィールドだが、竹林整備が進んだこ

とで、暗かった林床に光が射し、笹の葉が布団の役割となり、2018 年春は周辺と違わぬ時期

に収穫が開始でき、収穫量も格段に増えた。 

申請書に記載した 

ように、市民の新

たな「居場所」や

「出番」をつくる

ことにつながりま

したか？ 

通年、経年の取り組みは、「アクションによる経緯と成果」がみえるため、単発的なイベントで

は実感できない学びと喜び、感動がみえた。お金で得るサービスやモノでなく、「自らのアクシ

ョンで守る・育てる・いただく」循環の中に、市民自身がつくる「居場所や出番」が芽生える

ようだ。収穫が期待できる「農」の取り組みはやりがいを見出しやすく、且つ、小さなお子さ

まも楽しめる作業があり、若い世代が家族で参加でき、子育て中のママたちに好評だった。 

活動実施後の展望

や新たに見えてき

た地域課題 

乳酸菌を豊富に含む竹パウダーと相性の良い作物を探していきたい。含水率の高い竹はパウダ

ー破砕できる季節は晩秋～冬、かつ量産が難しいため、必要量を竹パウダー肥料にし、それ以

外はチップ破砕して散策路に撒き、防草と景観整備に役立てる手法が駆除竹処理にも効果的で

あることが分かった。５０代以下の市民を、如何にして地域自然資源とつなげるかが最大の課

題。イベントで楽しむ人々は多いが、保全作業をして恵みを得る力量を備える人が少ない。地

域資源を守り育て、賢明に利用する人がいなければ地域は荒廃するばかり。地域に根差す人材

を育成する指導者と場を増やす必要がある。 

市民や団体からの

ご寄付を原資とし

て助成しました。

寄付者へ一言お書

きください 

ＮＰＯ環～ＷＡは、いのちを支える地域自然とその地に暮らす人々のつながりを再生すること

が持続可能な社会づくりに最も必要であると考え、人材育成に取り組んでいます。今回、いば

らき未来基金の助成を受け、厄介者の竹林を農業で利用する可能性を模索し、成分分析まで行

うことができました。地域や都市部の市民と行うこうした実験的試行を今後も継続して参りま

す。本事業へのご支援、誠にありがとうございました。 
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自己評価 

A. 目標を超える成果を得ることができた 

B. ほぼ目標どおりの結果となった 

C. 残念ながら目標を達成できなかった 

D. その他（                           ） 
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いばらき未来基金第２回テーマ助成事業 活動報告書 
 

活動名 市民まちづくりトレーニング＠水戸 

テーマ 

（いずれかを選択） 
3．地域資源の再活用   ～知恵と交流で未来をつくる～    

団体名 みと市民プロジェクト 

この活動で取り組ん

だ地域の課題 

・現在，地方の都市や農村では，少子高齢化，人口減少，コミュニティの崩壊，

そして自治体の財政難など様々な課題を抱えている。 

・例えば，まちなかでは，経済活動が衰退し，歩行者通行量が減少し，空き店

舗や空き家が増加するなど，元気が失われている。 

・しかし，このような状況を逆手に取り，空き店舗などの遊休不動産を有効活

用することで，人々の自己実現の場を作ったり，社会課題の解決を図ったり，

経済活動を活性化したりすることが可能であると考える。 

・そこで，目的意識を持った人たちがつながって，ともに解決策を考え実践す

る，機会と場を提供することが求められている。 

この活動の目的 

・当該事業は、地域社会において、やりたいこと、解決したい課題などをお持

ちの方が、活動の具体的なテーマの設定法、仲間や支援者との出会い方、機会

と場のつくり方、つなげ方などを学び実践することを目的に実施する。 

・企画終了後、当団体が中心となり、各プロジェクトの事後フォローを随時実

施し、地域における実事業化を支援する。 

・築かれたネットワークを活用して、希望者を中心に実行委員会を結成し、「フ

ューチャーセンターセッション」の開催を目指す。 

実施内容 

ワークショップやまち歩きなどを通して，参加者各人の「やりたいこと」と

「地域の課題」をつないだ活動プランを策定し，それぞれの地域において市民

プロジェクトを実践した。講師による３回の指導とグループに分かれての検討

会を通し、プロジェクトのブラッシュアップを図った。 

【期間】2017年６月～2018 年３月 【講師】森良 【サポーター】８人 

【参加者】1２人（男性９人、女性 3 人、年齢層は 20 代～60代） 

（４～５月）活動の周知、参加者の募集 

５月 17日 無料体験授業（講師トーク、ミニワークショップ、質疑応答） 

６月 18日  第１回トレーニング（自分を知る、地域を知る。市民社会のつく

り方を知る。目標と活動計画を持つ。） 

（６～８月）サポートグループミーティングの開催（月１回程度） 

９月 10日  第２回トレーニング（活動の中間報告と活動計画練り直し） 

（9～11月）サポートグループミーティングの開催（月１回程度） 

11 月 19日 第３回トレーニング（各自のまとめと終了後の計画づくり） 

（12～3月）各プロジェクトの事後フォローの実施（随時） 

３月 18日  活動報告会（進捗状況報告と意見交換、今後の進め方） 

申請書に記載した 

「評価指標」に対す

・参加者各人が、地域活動のリーダーとして、課題発見力、事業プラン立案力、

ネットワーク形成力、事業実践力を身につけ、各現場で具体的な事業を実践し
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る、実施「結果」 ている。【実事業化プラン数：９事業】 

① 水戸市三の丸地区の空きをビル活用した活性化事業 

② 公民館の空きスペースを使った一人暮らし高齢者の花壇づくり活動 

③ 空き店舗となった元飲食店などを活用した多文化体験事業の実践 

④ 青少年施設の遊休スペースを活用するためのワークショップの開催 

⑤ 高齢者の認知症予防のための「脳若トレーニング」の開催 

⑥ 子どもたち対象とした大道科学実験教室「ころりん」の開催 

⑦ 親子を対象とした体験教室の開催（餃子づくりとカンフーのコラボ） 

⑧ 女性の生きがい発見を目的とする連続セミナーの開催 

⑨ 水戸市の歓楽街に立地する児童公園を活用した地域活性イベントの開催 

申請書に記載した 

「目的」に対して、生

まれた「中長期成果」 

・まちづくりトレーニングとフォローアップを通じて、参加者各人がそれぞれ

の現場で、地域課題の解決を目指した実践活動を実践することで、遊休不動産

を活用した地域活性、高齢者の自立、若者の拠点づくり、親子と地域とのふれ

あい、女性の生きがい発見などの効果がもたらされてきている。 

申請書に記載した 

ように、市民の新たな

「居場所」や「出番」

をつくることにつな

がりましたか？ 

・新たに活動や事業を始めるきっかけづくり目指している市民や民間人に、課

題探求力、事業プランの企画立案力などを身につけてもらい、地域における活

動の幅と質を向上させることにつながった。 

・特に、ワークショップとサポートグループの場における相互のエンパワーメ

ントが、思いを形にする力となった。 

・そして、これまで思いがあっても行動に移せなかった人たちが、活動の機会

と場を発見し、仲間や支援者とつながり、活動の第一歩を踏み出した。 

活動実施後の展望や 

新たに見えてきた 

地域課題 

・各人の「やりたいこと」「できること」を掘り下げて、社会課題と向き合う

ことで、思いを持った人なら誰しもが市民プロジェクトを実践することが可能

であることが実証できた。 

・まちの活性化のための最大の資源は「人」であり、思いを持った人をつない

で、地域の有形無形の資源を有効に活用することで、まちを元気にしていくこ

とが可能である。 

市民や団体からのご

寄付を原資として助

成しました。寄付者へ

一言お書きください 

・このトレーニングを実施したことで、思いを持った人なら誰しもが、まちの

プレイヤー（市民プロジェクトの実践者）になれることがわかりました。 

・やりたいこと、解決したい課題などをお持ちの方が、具体的なテーマの設定

法、仲間や支援者との出会い方、機会と場のつくり方・つなげ方などを学び実

践するきっかけとなり、実に９つもの市民プロジェクトを誕生させることがで

きました。 

・ご支援、本当にありがとうございました。私たちはこれからも、地域で何か

始めたいと考えている皆さんと一緒に、まちを元気にしてまいります。 

自己評価 

（いずれかに ○ を 

記入） 

A. 目標を超える成果を得ることができた 

B｡ ほぼ目標どおりの結果となった 

C. 残念ながら目標を達成できなかった 

D．その他（                           ） 
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